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1.調査目的

東京都立川市の柏町公団住宅の構造体コンクリー トの劣化状況を把握し、その安全性を検討するこ

とを目的としており、構造体コンクリー トに対してコアの採取およびリバウンドハンマーなどの微

(非)破壊試験を適用させ、その品質を調査し、耐震診断を行う。

2.団地・建物の概要

2.l建物概要

建物名

所在地

構造

竣工

階数

棟数

戸数

:立川柏町団地

:東京都立川市柏町

鉄筋コンクリー ト造

断ヨ禾日46右F

5階建て

19棟

140戸

2.2配置図

次ベージ図-1参照

3.調査概要

3.1調査の適用

(1)調査項目

1)圧縮強度

2)耐久性

中性化試験、含有塩化物イオン量、細孔構造

3)調合推定

単位セメント量、単位水量、水セメント比

4)配筋、鉄筋位置、かぶり厚、鉄筋径

5)耐震診断

(2)各種試験の適用場所

立川柏町団地 1～ 19号棟の壁式構造体コンクリート、

内において各種試験を行った。

(3)現場調査日

平成 16年 8月 17日 、21日 、9月 4日

基礎部及び各階の階段室電気設備等設置扉

区

胞

階

　

Ｆ
Ｉ

巨



4調査結果
41コア圧縮強度
表-1に各コアの圧縮結果を示す。
写真 11は圧縮強度試験後の破壊状況を記したものである。

-1

棟 プロック 階
コア径

(mm)

コア採郎
方法
試験体
番号

中性化深さ(mm) 中性化速度係数(mm/週
5゙)

試験体名
点検口側 部屋側 平均 点検口側 部屋側 平 均

IB-0

基礎

φ33 固 定 ①

!B-0 2 φ33 固定 ①

3 φ33 固定 ①

φ33

固定 ②

固定 ③ 68

固定 ④

iB-0 5 φ33 固 定 ②

6 φ33 固定 ①

7C-0 7
C

φ33
固定 0

固定 ②

8 φ33 固定 ②

9

φ33

固定 ①

固定 21

固定 ③ 、`Q.8

固定 ②

固 定 ③ 360 322

固定 ⑤

,100 固定 ② 362 317

)A-1

A

1

手持ち ① 2 2

手持ち ② 494 2 2

)A-2 2 φ33 手持ち ② |

)A-3

3

φ33

手持ち ① 452 468 2 1

手持ち 3~ 387

手持ち の 430

)A-3 φ50

固定 D 313

固 定 ②

固 定 ③ 382

固 定 ⑥ 398 395

固 定 ⑦ 392 345

固定 ③ 465 11 11

)A-4 φ33

手持ち ②

手持ち 0 11

手持ち ¢

手持ち C

手持ち ③

9A-5 5 φ33
手持ち ②

手持ち ④

10C-0

C

基礎

φ33 固 定 ②

1lC-0 φ33 固定 ①

12C-0

φ33 固定 ①

φ33 固定 ②

13C-0 13
φ33 固定 ①

φ33 固定 ②

148-0 14 φ33 固定 ② 77

15B-0 15 φ33 固定 ① 121 11 1

16B-0 φ33 固定 ① 129

17B-0 17

φ33
固定 ② 259 212

固定 ③ 266 202 234

φ50
固定 ① 278 217 248

固定 ② 278 200 239

φ100
固 定 ① 216

固 定 ② 275

18A-0 φ33 固定 ① 117

19A-0 φ33 固 定 ①

4.3 水銀圧入により測定した細孔構造

表-4は細孔構造を示している。水銀圧人によって得られる。

図―Hは細孔構造によって得られる推定圧縮強度と実際の圧縮強度の関係を示す。概ね傾向が合
致しており、細孔構造において圧縮強度の評価が可能と考える。なお推定水セメント比は、現行 JASS5

の上限 65%を超しているものが見られた。

151015m鰤 コ 駈 4045
鋼孔構造によ4-嘲 VLり

図-11 細孔構造による推定圧縮強度と実際の圧縮強度の関係
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表-4 細孔構造

試料名
溶解率 じ有効細■ 1 1央 値 (半径 結合水準

の空隙量 の空隙量 強度
に際の圧縮強月 換算水セメントロ

3号棟

4号 棟

5号棟 基礎

6号棟 基 礎

基 礎

基礎

11号棟

基礎

14号棟

19号株

□

□目
□

耶□
帥

“
”



4.4有効吸水量

表-6は、有効吸水量の結果を示している。

表-6 有効吸水量の測定結果

試料名
吸水前質量

(g)

吸水後質量

(g)

吸水率

(g/g)

強熱後質量

(g)

溶解・強熱後

質量

(g)

溶解率

(g/g)

有効吸水量

(g/g)

推定水セメ

ント比

(%)

lB-0 2 004 2.105 0 050 1 896 1.397 30 29 0166

2B-0 2 001 2.148 0 073 1 858 1227 38 68 0 190

3B-0 1 996 2 0 074 1 860 1 290 35 37 0.208

4B-0 2 001 2118 0 058 1 863 1 396 30.23 0193

5B-0 1.998 2141 0.072 1.871 1.338 33 03 0217

6B-0 1 999 2 0.079 1 882 1416 0 271

7C-0 1 999 2179 0.090 1 836 1.310 34 47 0

8C-0 2 002 2 235 0.116 1 836 1 295 35 31 0 330

93-0 2 000 2.326 0 l 0 993 50 35 0

930中央 2 000 2 0 1812 l 41 95 0 267

10C-0 2 006 2176 0 085 1 823 1 293 35 54 0 238

1lC-0 1 997 2 160 0 082 1 850 1 294 35.20

12C-0 2.001 2 0 073 1871 1 28.19

13C-0 1 995 2221 0 1 809 1158 11.95 0

14B-0 1 998 2121 0 062 1 859 1.329 33 48 0184

15B-0 2 004 2 158 0.077 1 863 1.335 33.38 0

16B-0 2 005 2.168 0 081 1 853 1.331 33.62

173-0 2 000 2 204 0.102 1 869 1 360 32 00 0319

1730中 央 2 004 2169 0 082 1 822 1313

18A-0 2.005 2 173 0 084 1 880 1 371 31 62 0 265

19A-0 2.005 2 172 0 083 1 868 1 374 0 265

´
呻



45中性化深さ
表 -7に各コアの中性化深さを示す。
写真-12は中性化の状況を記したものである。

-7

棟 プロック 階
コア径

(mm)

コア採郎
方法
試験体
番号

圧縮試験
体採取

試験 体 法 (mm)
圧縮強度

(N/mm2)

φ100高さ
補正後圧縮

強度(N/mm2)

平均圧縮強

度(N/mm2)

平均圧縮強

度(N/mm2)
試験体名

高さ 直径

lB-0 |

基礎

φ33 固定 0 部屋側 6613 3348 282

2 φ33 固定 ①
点檜 口個‖ 6577 3335 398

部屋側 6602 3333

3 φ33 固定 ① 点検 口側 6615 3332

4

固 定 ② 点検 口側 3338

226固定 ③ 点検 口側 6570 3295

固定 ④ 部屋側 6595 3297

5 固定 ②
点検 口側 6578 3297

部屋側 6617 3297 335

6 φ33 固定 ①
点検 口側 6605 3345 198

226
部屋側 6598 3347 223

7
C

φ33
固定 ① 点検口側 6587 3343 252

248
固定 ② 部屋側 6580 3347

8 φ33 固定 ② 点検 回側 6608 3328 1

9

φ33

固定 0 点検 口側 6525 3292

固定 ② 部屋側 6562 3285

固定 ③ 点検 口側 6555 3287

φ50

固定 ② 9990 202

固 定 ③ 10010 4982

固定 ⑤ 9963 4978 336

φ100 固定 ② 18622 9980 1730 219

)A-1

A

1 φ33
手持ち ① 階段側 6507 3090

17 1
手持ち ② 階段側 6570 3082

2 φ33 手持ち ② 階段側 6530 3072

)A-3

3

φ33

手持ち ① 階段側 6517 3053 152

手持ち ③ 階段側 6563 3057 117

手持ち ④ 階段側 6137 2910 71

)A-3 φ50

固定 ① 4975

固 定 ② 10010 4968

固 定 ③ 9995 4968

固定 ⑥ 9973 4972

固定 ⑦ 10020 4985 392

固定 ① 10018 4967 376

φ33

手持ち ② 階段側 6265 3007

手持ち C 階段側 6467 3072

手持ち C 階段 lBl 3018

手持ち ⑤ 階段個1 6578 3080

手持ち ⑥ 階段徊1 6448 3078

)A-5 φ33
手持ち ② 階段側 6250 3085 225

手持ち ④ 階段側 6513 3075

10C-0

基 礎

固定 ②
点検 口側 6575 3328

263 263
部屋側 6592 3330

1lC-0 11 φ33 固定 ①
点検口側 6545 3332

部屋側 6515 3340 285

12C-0

φ33 固定 ① 点検口側 6573 3323 223

φ33 固定 ②
点検 口御 | 3297 229

部屋相1 6577 3302 262

13C-0 φ33 固定 ① 点検 回側 6573 3323

φ33 固定 ② 部屋側 6597 3328 223

φ33 固定 ②
点検 口側 6627 3287 295

325
部屋側 6472 3287 256

15B-0 φ33 固 定 ①
点検 口側 6527 3322

282 282
部屋項1 6570 3320

φ33 固定 ①
点検 日側 6578 3320

部屋側 6645 3320

17B-0 17

φ33
固定 ②

点検 口側 3297 7

部屋個‖ 6638 3298 111 0

固定 0 点検 口側 6592 3302 3

φ50
固定 ① 4970 2

179
固 定 ② 0022 4963 6

φ100
固 定 ① 8377 9982 1490

固定 ② 18230

8A-0 φ33 固定 ①
点検 口側 6548 3330 263

部屋側 6562 3328 205

19A-0 φ33 固定 ①
点検口側 3282

部屋側 6480 3285
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図-15 各棟基礎部における中性化深さ (φ 33)
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図-16 9号棟各階における中性化深さ (φ 33)

図 15に、1～ 19号棟各棟の基礎部における中性化深さを示す。

8、 9、 17、 19号棟は、他の棟に比べ中性化が進んでいる結果となった。

図 16に、9号棟各階における中性化深さを示す。

9号棟は、各階とも中性化が進んでいる結果となった。

これらの図において比較した値は、φ33111mコ アで呼■陸化深さを測定したものの平均値である。
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4.8単位水量

表―Hに単位水量の推定結果を示す。この結果より、9号棟基礎部の単位水量は 226kg/m3前後、同じ

く 9号棟の 3階では 232kg/m3、 17号棟基礎部の単位水量は 232kg/m3前 後と推定できる。

表-1l φ 50 mmコ アによる単位水量の推定

a.φ 50コ ンクリートコアの各質量から求めるペーストの吸水量 。強熱減量

b.コ アを微粉末にした時の各質量から求める単位骨材量

c.コ ンクリートコアから採取した骨材の各質量から求める骨材吸水量 。強熱減量

d.単位水量の推定

試料名

φ50コ ンクリー トコアの各質量 (g)
コンクリー ト

l m3当 たりの

吸水量

(kg/m3)

コンクリー ト

1■
3当たりの

強熱減量

(kg/m3)表乾質量 絶乾質量 水中質量 強熱質量

9A3② 446 7 407 7 253 1 399 1 201 4

9A3③ 440 8 4011 248.4 392.3 206 3

9A3⑤ H32 101 5 236 4

930⑥ 169.1 1528 1488 2197

1730① 439 7 400 2 247 3 390 3 205.3 51 5

1730② 4 402 0 249 4 392 6 209 3

1730③ 1650 148.6 1449 226 2

試料名

骨材の各質量 (g) 骨材吸水量

(kg/m3)

骨材強熱減量

(kg/m3)
表乾質量ω As 絶乾質量ω Ad 強熱質量ω Ai

9A3②
2 842 2814 2 803

74
2 867 2.835 2819 17.4 8.7

9A3③
2 842 2814 2.803 155 61

74

2.867 2 835 2819

9A3⑤
1 960 1 907 1 900

57
1 953 1910 1 902 325

9B O⑥
2 023 1 953 l

1 954 1 909 1 895

1730①
2 906 2 856 2.841 27 3

2 807 2 766 2.749

1730②
2 906 2 856 2.841

2 807 2 766 2.749 10.1

17B O③
1 875 1 838 5,7

1 908 1.869

試料名

コアを微粉末にした時の各質量 (g)
単位骨材量

(kg/n13)

105℃絶乾質量 500℃ 強熱質量 不溶残分質量

9A3②
1 023 1 001 0 771

1 023 1 001 0.771

9A3③
1024 1 002 0 804

1 023 1001 0.778

9A3⑤
0 999 0.972 0712

0 998 0 973 0 757

9B O⑥
1.003 0 971 0700

0 967 0 690

17B O①
1.025 1 000 0799

1 026 1001 0.807

1730②
1 025 1.001 0 835

1.026 1 002 0 842

1730③
0 999 0 974 0 758

1.001 0 973 0 768

試料名

単位水量の推定に用いる項目

推定単位水量

(kg/■
3)

コンクリー ト

1■
3当たりの

吸水量

(kg/m3)

骨材の

吸水量

(kg/1n3)

見掛けの

吸水量

(kg/mり

コンクリート

lm3当たりの

強熱減量

(kg/m3)

骨材の

強熱減量

(kg/mり

セメントの

結合水量

(kg/1n3)

9A3② 201 4 185.1 74 225

9A3③ 206 3 190.0

9A3⑤ 236 4 200.2 57

9B O⑥ 2197 1796

17B O① 205 3 180 0 51 5

17B O② 209.3 184 1

17B O③ 226.2 200 4
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図-18 単位水量と乾燥収縮率 (6か月)の関係

現行 JASS 5で は、単位水量を 185kg/m3以 下としている。この規定は 1986年の JASS 5改

定ではじめて導入されたものである。規定化の目的は、コンクリー トの乾燥に伴う収縮が

単位水量により大きく異なるからであり、図-18に示すように単位水量が大きいと収縮は

大きくなる。本調査によって得られた単位水量は、185kg/m3の 規定値を大きく超えており、

9号棟において、ひび割れが目立つ一原因と考えられる。

表-12は、コンクリートコアにより、単位セメント量、単位水量をそれぞれ求めて、水
セメント比を算出した場合、水銀圧入法により測定した細孔構造から得られた水セメント

比、有効吸水量によって得られた水セメント比を示している。平均は 9B‐ 0で 74%、 17B‐ 0

で 71%であった。

現行の JASS5では水セメント比の 11限値を普通ポル トランドセメントを使用した場合、

65%と 定めている。大きめな水セメント比であることがわかる。

セメント:普通ポルトランドセメント
種類 :普通コンクリート

スランプ:4cm～21cm 。
Ｏ
Ｑ
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表-12各種試験により算出した水セメント比

言式米斗名

硬化コンクリートの単位水量およ

び単位セメント量試験から得た

水セメント比 (%)

水銀圧入法から得られ

た水セメント比 (%)
吸水法から得られた

水セメント比 (%)

平均

水セメント比

(%)

9B-0 75 ＾
υ 87 74

17B-0 64 72 78 71
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4.9鉄筋探査

表 13に、レーダー法及び電磁誘導法によって得られた結果を示す。また、それぞれの

装置毎に、それぞれの棟毎での結果を、図 19、 20に示す。

設計図を見ると、φ9の丸鋼が使われ、縦横 25011mピ ッチである鉄筋は、まず設計図通

りに入っていると考えられる。

耐震診断では、鉄筋は、設計図通り配筋されていることを前提で進めることとする。

-13鉄筋探査探査結果 (その 1
測定場所 鉄筋記号

レーダー法 電磁誘導法

平均かぶり厚さ(mm) 鉄筋間隔(mm 平均かぶり厚さ(mm 鉄筋間隔(mm)

lB-1

Xl
2458

490
2500

X2 520
2068 2100

X3

Yl 475 573
3548 3550

Y2 225

3B-1

Xl 730
2545

2950
X2 750

2018
X3 743

Yl 830
3283 3300

Yっ 735

5B-1

Xl 775
2173 2000

X2

2500 2400
X3 670 783

Yl 588
2350

Y2 475
1508 1550

YQ 675 580

7C-1

Xl
2615 2550

X2 578 648
2350

X3 650

Yl 435
2550

Y2

9B-1

①

Xl 570
2330

570
2200

X2 590 687
1997 2200

X3 627 590

X4 330
2280

365
2350

X^ 330 370
Yl 390 488

2100
Y2 660

2050
Y。 404 478

②

X
2063

580
Xっ 573 627

X3 360
2270 180

X4 390
2030 210

X5 390

Yl 390
3898

480

Y2 473 870
1880 205

Y 550
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表-13 査探査 ( 2)

測定場所 鉄筋記号
レーダー法 磁 法

平均かぶり厚さ(mm 鉄筋間隔(mm 平均かぶり厚さ(mm) 鉄筋間隔(mm)

③

Xl 457
2507

527
2400

X2 497 517
2160 2400

X3 410 577

X4 390
2320 2200

X5 360 420

Yl 455
1775 1900

Y2 520 558
1937 1750

Y食 517 460

④

Xl 488
2598

438
2350

X2 388 538
2205 2400

XQ 473 473
Yl 290

2703
400

2700
Yっ 353 360

⑤

Xl 445
290

413
2250

X2 433 550
2510 2500

X3 440
Yl 440

2343 2200
Y2 330 390

2718 2700
Yり 353 375

⑥

Xl 450
Y 377

2677
415

2600
Yっ 290 280

③
Xl

2575
355

2500
X, 270 340

1lC-1

X 673
2180

560
1150

X2 610 655
2545 2550

X3 615 600

XИ 570

Yi 543 708
1868 2150

Y2 468 623

13C-1

Xl 858
2488

1180
2450

X2 775 817
2150 2100

X3 683

Yl 663 733
2608 2800

Y2 683 680

15B-1

Xl 443
2150 645

2200
X2 460 623

2368 2500
X3 508 600

Yl 308 493
2745 2850

Y2 400 405

-13 (その3

測定場所 鉄筋記号
レーダー法 電磁誘導法

平均かぶり厚さ(mm) 鉄筋間隔(mm 平均かぶり厚さ(mm 鉄筋間隔(mm)

17B-1

①

Xl 790
1958

X2 783
2253

X3 743

Y 530
2473

Y2 755
1730

Yっ 773

②

Xl 825
1060

760

2400X2 575
1070

X3 660

X4 653
2205 2150

X5 575
593

1880 545 1900
XA 545
Yl

2528
653

2750
Y2 720 680

1868 1850
Y2 765

③

Xl 688
1905

743
2100

X2 655 798
2143 2100

X. 663 688
Y 605

2770
718

2700
Y2 700 683

1693 1800
Y2 700 688

④

Xl 898
1958 2250

X2 850 925
2343 2300

X3 883
Y 730

2695
765

2750
Y2 723

1428 1550
YQ 923 680

⑤

Xl 910
2405

643
2400

X2 840 1020
2375 2350

XR 690
Yl 743

2458
750

2600
Yク 740

⑥

X 688
1330

940
Xっ 685
Yl 553

2720
707

2750
Y2 563 720

1723 1700
YQ 870 780

③

Xl 695
1805

645
1800

X2 680 815
2430 2600

X3 670 730
Yl 853

19A-1

Xl 660
2520

570
2650

Xっ 610
X3 600
Yl 523

2910 3200
Y 573 640

59 60



X2

Y2

＼
Y525mm lB-1 Y375mm lB-1諮従筋  Y225mm lB-1鮒 1■ Y75mm かぶり=F均

(mm)

歎 筋 間 隔 (mmリ

X軸(mm) かぶり月訂(mm) X軸(mm) かぶり厚(mm) X軸(mm) かぶり厚(mm) X軸 (mm) かぶり厚(mm) X,一X X,一X
Xl 600 1050 570 1050 490 550

2458 20683520 520 3520 3520 490 3620 520 520

5600 5650 5700

(2000,970)

(2000,700)

:かぶ り厚さ (mm))

:かぶ り厚さ (mm))

＼
lB-1横筋 X75mm 筋 X225mm IB-1布置筋  X375mm lB-1 X525mm かぶり平均

(mm)

鉄筋間隔
(mm)Y軸 (mm) かぶり厚(mm) Y軸(mm) からtり厚(mm) Y軸(mm) かぶり厚(mm) Y軸(mm) かぶり厚(mm)

Yl 4800 440 475 Yl― Y2

Y2 1290 225 3548

図-19 レーダーによる鉄筋探査結果 (その 1)

柏町公団住宅 鉄筋探査 (レーダー法 )

測定日 平成16年 9月 4日

測定場所 lB-1

縮尺 1/4

(1400,970)

∞
〇

(1400,700)

＼
17B-lG⊃ Y675mm 7B-l G3) 筋  Y202 5mn 17B-lGD 筋 Y225mm 17B-10 助 Y75mm かぶり平均

(mm)

鉄筋間隔 (mm)

X軸(mm) かぶり層言(mm) X軸(mm) かぶり厚(mm) X軸(mm) かぶり厚(mm) X軸(mm) かぶり層言(mm) Xl~X2 X2~X3

Xl 105.0 67.0 100.0 72.0 69.5

1805 243.0X2 278.0 62.0 288.0 74.0 68.0

X3 521.0 67.0 531.0 67.0 67.0

＼
17B-lC)布装筋 X75mm 17B-lG)1隣 筋  X225mm 17B-16)1隣 筋  X375mm 17B-lC)1隣 筋  X525mm かぶり平均

(mm)Y軸 (mm) かぶり厚(mm) Y軸 (mm) かぶり厚(mm) Y軸(mm) かぶり厚(mm) Y軸 (mm) かぶり厚(mm)
Yl 54.0 84.0 54.0 840 45.0 840 50.0 89.0 85.3

柏町公団住宅 鉄筋探査 (レーダー法 )

測定日 平成16年 9月 4日

測定場所 17B-l③

縮尺 1/4

図-19 レーダーによる鉄筋探査結果 (その 26)



柏町公団住宅 鉄筋探査 (電磁誘導法)
測定場所 :lB―l 測定日 :平成 16年 9月 4日 柏町公団住宅

測定場所

0

鉄筋探査 (電磁誘導法)

19B-1 測定日 :平成 16年 9月
縮尺 :1/4

X2

4日 縮尺 :1/4

X2

1

鉄筋記号
測定点

番号

座標 鉄筋方向(H=水
平、V=垂直)

推足鉄筋 かぶり深さ
(mm)

平均かぶり
深さ(mm)

鉄筋間隔(mm)
X(mm) Y(mm) 径(mm)

Yl
1 22 101 H 14 64

57.3

Yl―Y2 Xl~X2 X2~X3
う
こ 206 114 H 10 54 355 250 210

3 483 115 H 10 54

Y2
4 24 486 H 14 29

36.75 290 475 H 16 39

6 489 459 H 16 42

Xl 7 93 守
′
（
υ
う
０ V 6 49 49

X2
8 348 367 V 10 56

66.5
9 334 579 V 36 77

X3
10 552 18 V 10 65

61.7568 381 V 10 63

12 567 567 V 6 57

鉄筋記号
測定点
番号

座標 鉄筋方向(H=水
平、V=垂直)

推定鉄筋 かぶり深さ
(mm)

平均かぶ
り深さ(mm 鉄筋間隔(mm)X(mm) Y(mm) 径 (mm)

Yl

1 96 153 H 12 68

62.3

Yl―Y2 Xl~X2

2 283 164 H 32 79 320 265
3 428 169 H 6 48
4 541 172 H 8 54

Y2
5 339 458 H 6 58

64.0
6 539 469 H 10 70

Xl
，
′ 238 234 V 6 57 57.0

X2
8 466 217 V 16 70

73.5
9 462 285 V 36 77

図-20 電磁誘導による鉄筋探査結果 (その25)

図-20 電磁誘導による鉄筋探査結果 (その 1)

７
１
０
０ ●

υ



4.10 耐震診断

立川柏町住宅の耐震診断

1.診断方針

1)診 断概要
本建物の用途に供する壁式鉄筋コンクリー ト造5階建 。建築物を対象とし、現地調査により立地、敷

地状況、劣化状況、コンクリート実沢I強度などを十分考慮し、保有水平耐力と部材の靭性を簡略に評価

して耐震性能を把握し、建物の耐震診断を行う。

また、耐震安全性の評価は、各階及び各方向別に行う。

尚、診断は以下の基準に準拠する。

。「官庁施設の総合耐震診断 。改修基準及び同解説 (平成8年版)」

(建設大臣官房官庁営繕部監修、 (財 )建築保全センター発行)

・ 「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説 (平成8年版)J

(建設大臣官房官庁営繕部監修、 (社 )公共建築協会発刊)

。「建築物の構造関係技術基準解説書 (2001年版)」

(国土交通省住宅局建築指導課、 (財)日本建築センター等編集)

。「鉄筋コンクリー ト構造計算基準 。同解説 (1999年版)」

(日 本建築学会)

2)耐 震安全性の目標及び設計方法

①中地震に対する設計

Co=0.2程 度の入力地震動に対して、損傷を生じさせないことを目標とし現行基準の壁量の検討

を行いルー ト1に相当する壁量を有するか検討を行う。

②大地震に対する設計

Co‐ 1.0程度の入力地震動に対して、人命の安全に影響を与える著しい損傷を生じさせないこと

を目標とし重要度係数により割り増した必要保有水平耐力に対し保有水平耐力を確保できている

か検討を行う。

3)耐 震安全性の評価
構造耐震指標 (GIs)及びQu/α Qunによリド記表により評価する

I類及びⅡ類 Ⅲ類 診断結果 評価

Qu/α ・Qun〈 o.5
地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊サ

る危険性が高い。
a

0.5≦ Qu/α・Qun〈 1
地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊す

る危険性がある。
b

1.0≦ Qu/α・Qunかつ 地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊す

る危険性は低いが、要求される機能が確保できな

いおそれがある。

C

GIs=Qu/1 。 α ・Qun〈 1.0

1.0≦ GI sttQu/1。 α・Qun

地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊す

る危険性は低く、 I類及びⅡ類の施設では要求さ

れる機能が確保できる。

d

立川柏町住宅の耐震診断

(有)東京テクノコンサルタント

担当 :周 建東

2004年 12月



4)使用材料強度
コンクリート    去圭当菫認ミ言[]会理乾 Fc= 18 N/1nm2(180kgf/cm2)

原則として採用診断強度は上限を 20N/mm2(200kgf/cm2)と するが、「2001年改定版既存

鉄筋コンクリー ト造建築物の耐震診断基準」 (日本建築防災協会)を参考して、実測強

度が以上の場合、βcでコンクリー ト強度による強度指標を補正する。

小径コアによるコンクリー ト圧縮強度

棟名 階数 ブロック数
圧縮強度平均値

(N/mn1 2)

圧縮強度採用値

(N/nll1 2)

中性化深さ

(mm)
β c

| 28.2 25.3 15.6 1.125

2 41.2 30.0 1.225

5 31.6 28.3 1.190

4 22.6 19.7 16.5 1.000

5 31.4 29.9 16.8 1.223

22.6 20.6 18.0 1.015

7 5 4 24.8 23.5 15.4 1.084

5 4 18.2 16.3 29.1 1.000

5 5 17.2 17.7 50.8 1.000

5 26.3 22.8 1.068

5 34.8 30.0 1.225

5 24.9 24.7 1.111

5 4 22.8 24.9 1.068

5 4 32.5 30.0 1.225

5 4 28.2 27.0 1.162

5 4 18.2 15.0 1.000

5 3 16.0 17.6 27.8 1.000

5 2 26.9 24.5 19.4 1.108

5 2 15.9 14.6 38.3 1.000

鉄 筋  丸 鋼  SR24 294 kN/mm2(降伏点強度)

重要度係数

I=1.00(耐震安全性の分類 Ⅲ 類)

劣化係数

現地調査結果等をもとに、経年係数及び品質係数を算定表より求め経年及び品質係数の最小値とし

た。

5)

6)

4。 まとめ

対象建物 No.1～ No.19の耐震安全性を上記のように各棟の各階 。各方向別にコンクリー ト実測強度に

より算出し、その評価を下記表に示す。

11記表に示すように、建物 No.2,3,5,H,14の 各階が dラ ンクに評価され、“地震の震動及び衝撃に対

して倒壊し、又は崩壊する危険性は低い"という評価となる。建物 No.1,7,10,12,13,15,18の 1階、

No.4,6,9,17の 1～ 2階、No.8,16,19の 1～ 3階が bラ ンクに評価され、「官庁施設の総合耐震診断 。改

修基準」によると、“地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある"と いう評価に

なる。

なお、阪神大震災の被害調査によると、公団が管理している中層壁式住宅について、上部構造の被害

は「小破」および 「軽微Jと判定された建物が数棟ぐらいあるが、「中破J以上と判定された建物はな
かった。

現在開発された既存建物の耐震診断手法は壁式住宅を対象としないため、略算的な方法で壁式住宅の

耐震性能を評価すると、建物の持っている耐震性能が充分に評価できない可能性があると考えられる。

したがって、中層壁式住宅の耐震性能をより正確に評価するため、新しい評価方法により精密に検討す

る必要がある。

棟名
X方向 Y方向

1階 2階 3階 4階 5階 l階 2階 3階 4階 5階

1 d d d d d d

2 d d d d d d d d

3 d d d d d d d

4 d

5 d d d d d d

6 d d d d

7 d d d d

8 d

9 d d

d d d

11 d d d d d d

d d d

d d d d d

14 d d d d d d

d d d d d d

d d d

d d d d

d d d d

d d


